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表２ 溶融亜鉛めつきを施した配管又は溶融亜鉛めつきを施さない配管のうち湿式の部分

に用いる管継手及び弁類の直管長さ換算表

圧力配管用炭素鋼鋼管（ＪＩＳＧ３４５４－１９７８）スケジュール４０を使用す

る場合
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表３ 溶融亜鉛めつきを施した配管又は溶融亜鉛めつきを施さない配管のうち湿式の部分

に用いる管継手及び弁類の直管長さ換算表

圧力配管用炭素鋼鋼管（ＪＩＳＧ３４５４－１９７８）スケジュール８０を使用す

る場合
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表４ 溶融亜鉛めつきを施した配管又は溶融亜鉛めつきを施さない配管のうち湿式の部分

に用いる管継手及び弁類の直管長さ換算表

配管用アーク溶接炭素鋼鋼管（ＪＩＳＧ３４５７－１９７８）のうち呼び厚さ７．

９、９．５及び１２．７ミリメートルのものを使用する場合
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表５ 溶融亜鉛めつきを施さない配管のうち乾式の部分に用いる管継手及び弁類の直管長

さ換算表

配管用炭素鋼鋼管（ＪＩＳＧ３４５２－１９７８）を使用する場合



- 47 -

表６ 溶融亜鉛めつきを施さない配管のうち乾式の部分に用いる管継手及び弁類の直管長

さ換算表

圧力配管用炭素鋼鋼管（ＪＩＳＧ３４５４－１９７８）スケジュール４０を使用す

る場合



- 48 -

表７ 溶融亜鉛めつきを施さない配管のうち乾式の部分に用いる管継手及び弁類の直管長

さ換算表

圧力配管用炭素鋼鋼管（ＪＩＳＧ３４５４－１９７８）スケジュール８０を使用す

る場合
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表８ 溶融亜鉛めつきを施さない配管のうち乾式の部分に用いる管継手及び弁類の直管長

さ換算表

配管用アーク溶接炭素鋼鋼管（ＪＩＳＧ３４５７－１９７８）のうち呼び厚さ７．

９、９．５及び１２．７ミリメートルのものを使用する場合
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注１ 防護箇所

注２ 防護高さ
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注３ 政令第１１条第１項第１号の２の表の第２号に掲げる距離が除外場所（海の例）に

およぶ場合の防護高さ

注４ 水幕設備の配管系

（その１）

単一水幕設備
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注４ 水幕設備の配管系

（その２）

同系水幕設備（防護箇所が相接している場合の例）

注４ 水幕設備の配管系

（その３）

同系水幕設備（防護箇所が重複している場合の例）

注５ 開閉弁及び選択弁の標識

（注） 地を白色、文字を黒色とする。
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注６ ポンプ特性

注７ 定格負荷運転時におけるポンプの性能を試験するための設備

注８ 第２．２に該当するタンクの防護箇所


